
１１月９、１０日に開催した本年度の文化祭、スロ

ーガンは「as one輪」でした。「as one」には「一体と
なって」という意味があります。そして「as one 輪」
には一人ひとりがそれぞれの場で活躍するという思い

を最大限に引き出し、生徒一人ひとりが輝ける文化祭

にしようという願いが込められています。

初日は学校で、日本語弁論、科学部・茶道部発表、

３年卒業研究発表を放送で行いました。２日目は会場

をとりぎん文化会館に移し、吹奏楽発表、合唱コンク

ールを行いました。例年とは違う開催の形式となりま

したが、今までの練習の成果を発揮して、どの学年も

聴き応えのある合唱を発表しました。みんなで１つの

曲を作り上げる中でよりよい人間関係を作り上げるこ

と。その喜びや難しさ、最後まで努力することの大切

さを実感したことでしょう。目標に向かって友達とと

もに歩むこと、そのこと自体に意味があると思います。

約４００名もの多くの保護者の皆様にご来場いただき

ました。大変ありがとうございました。

１０月２２日、放送による後期生徒総会が開催され、後期スロー

ガン、活動方針が承認され、後期の生徒会活動がはじまりました。

スローガンは『as one』。まず、生徒一人ひとりが、学校の『一人として』自発的に行動・発信し、
その積み重ねが『一体感』のある学校に繋がるという思いが込められています。スローガンを具

現化するため、次の５つの活動を行っていきます。

各活動のねらいを達成することを通して、全校生徒全員が『一体感』を実感できるような学校

を、執行部が中心となって創っていくことを期待しています。

①縦割り活動の充実･･･学校の和を作るために

②附中アンケート･･･みんなで話題にし、みんなで考えるために

③あいさつ運動・あいさつボランティア･･･明るい１日のはじまりに

④マナーアップ運動･･･社会や地域と調和して、生活するために

⑤広報活動･･･意見を発信し、共有するために
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女子１３位、男子２４位と健闘！
１１月１１日（水）、西部地区で開催された県中学校駅伝に附属中は昨年に引き続き男女アベ

ックで出場しました。結果は女子１３位、男子２４位と健闘しました。７月にチームを結成して

以来、長期間にわたって厳しい練習をやりきった駅伝部員、一人ひとりにはいろいろな思いがあ

ったと思います。陸上以外の部からも生徒が自主的に参加し、声を掛け合い、励まし合いながら

メリハリのある練習を重ねてきました。まとまりのあるチームとして、お互いが信頼し合いなが

ら活動した選手の健闘をたたえたいと思います。

１区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区

男子 土谷 侑璃 藤島 大暉 西谷 柊二 新 海人 勝部 翔吾 田中 颯真

女子 岩間 優璃 土橋日菜子 濵野 優衣 吾郷 ゆめ 清水 美礼

（区間賞/新記録） （区間賞）

タイムトライアル出場

男子 TT 山田慶太朗

キャリア教育の一環として、2年生を対象に、学問体験「知の冒険」を、11月5日（木）に行いました。附

属中学校が大学キャンパスに隣接しており、各学部等と迅速な意思疎通が可能である利点を活か

し、大学の先生方や施設等を活用した「知への探究心を培う教育」を行うために平成 22 年度か
ら継続しています。大学の研究室等において講義を受講することで、学ぶことの意味を再認識す

ることや大学についての理解を深め進路意識を高めることもねらいとしています。当日は、生徒

が選択した午前、午後の各 13 講座（地域学部 6、農学部 5、工学部 15）に分かれ、講義を聴い
たり、実験をしたりしました。今年から始めた「キャリアパスポート」にも位置づけて、特色あ

る活動として実践しています。

「農学部 乾燥地農業の紹介」 「工学部 目で楽しむ化学～蛍光体～」


